
‭公益社団法人　日本スポーツチャンバラ協会‬
‭令和５年度分（令和５年１月１日～令和５年１２月３１日）‬

‭事　業　報　告‬
‭Ⅰ．事業活動方針‬
‭　令和５年５月８日に、新型コロナウィルス感染症が５類に移行され、ようやく制約なく‬
‭自由にスポーツ活動が行える状況となった。‬
‭　当年度は、６月に全国少年少女選手権大会兼世界選手権日本代表選考会、９月には第48‬
‭回全日本選手権大会兼第47回世界選手権大会第4回レディース選手権大会、第77回全国レ‬
‭クリエーション大会2023とくしま、をそれぞれ実施することができた。‬

‭また会報発行事業についても、実施することができた。‬
‭　海外派遣事業について今年度は実施していない。‬
‭　‬
‭Ⅱ．事業内容‬

‭(1)スポーツチャンバラの普及啓発活動‬
‭前年に引き続き、会報の発行および公式ホームページの運営を通じた、普及活動‬

‭に取り組んだ。‬
‭会報誌「スポチャン」については、令和５年３月に発行した。‬
‭この事業については、JSCくじ助成金の交付を受けた。‬

‭(2) ①大会運営‬
‭　　　下記の通り、本部主催大会として、２大会を行った。‬
‭　　　また、各都道府県・市区町村協会も、それぞれ大会を行った。‬

‭・第45回全国少年少女選手権大会‬
‭　6月25日　清水市由比体育館‬
‭　参加選手数　246人‬
‭　参加団体　19クラブチーム‬
‭　　スポチャンクラブ対抗戦‬
‭　　　打突合戦優勝　東大阪大学柏原高校スポチャンクラブ(大阪府)‬
‭　　　基本動作優勝　大阪蒼龍館スポチャンクラブ(大阪府)‬
‭　　個人戦‬
‭　　　打突競技グランドチャンピオン　川戸渚（北海道）‬
‭　　　基本動作グランドチャンピオン　木岡夢結（大阪府）　‬
‭・第48回全日本選手権大会兼第47回世界選手権大会、第4回レディース選手権大会‬
‭　9月3日　横浜武道館‬
‭　参加選手数　679人‬
‭　参加団体　29クラブチーム‬
‭　　基本動作グランドチャンピオン　福島誠次‬
‭　　打突競技グランドチャンピオン（世界）　NICOLAS LEMONIE (FRANCE)‬
‭　　打突競技グランドチャンピオン（日本）　矢倉士‬
‭　　基本動作団体優勝　　　　JAPAN(森本椋太, 木岡夢結, 福島誠次)‬
‭　　打突団体優勝　　　　　　FRANCE(‬‭Arthur Cetaire ,Alain Girot ,Jeremy‬‭Froment‬‭)‬

‭女子打突団体優勝　　　　　JAPAN(木岡夢結, 吉田桜香, 永井五月)‬
‭　この事業については、JSC基金助成の交付決定を受けている。‬

‭　　(3)講習会等‬
‭各選手の日頃の鍛錬の成果を競い合い、また審査して資格を付与するため、下記‬

‭の通り、本部異種競技審判講習会および段級審査会を開催した。また各種指導者向‬
‭け講習会の開催にも重点を置き、審判講習会とインストラクター講習会を開催し、‬
‭審判技術と指導技術の向上を図った。‬

‭　　‬



‭　　・本部異種競技審判講習会‬

‭回数‬ ‭日付‬ ‭地区‬ ‭主幹支部‬ ‭担当‬

‭第373回‬ ‭2/19‬ ‭関東地区‬ ‭神奈川県‬‭秦野市‬ ‭田邊哲人‬

‭第374回‬ ‭4/9‬ ‭関東地区‬ ‭神奈川県‬ ‭田邊哲人‬

‭第375回‬ ‭5/4‬ ‭鹿児島県‬ ‭鹿児島県‬ ‭田邊哲人‬

‭第376回‬ ‭6/4‬ ‭近畿地区‬ ‭大阪府‬ ‭田邊哲人‬

‭第377回‬ ‭6/11‬ ‭甲信越地区‬ ‭長野県‬ ‭田邊哲人‬

‭第378回‬ ‭6/18‬ ‭北陸地区‬ ‭富山県‬ ‭田邊哲人‬

‭第379回‬ ‭7/30‬ ‭関東地区‬ ‭横浜市SC‬ ‭田邊哲人‬

‭第380回‬ ‭8/1‬ ‭関東地区‬ ‭学生連盟‬ ‭田邊哲人‬

‭第381回‬ ‭9/24‬ ‭中国地区‬ ‭岡山県‬ ‭田邊哲人‬

‭第382回‬ ‭8/20‬ ‭北海道・東北地区‬ ‭岩手県‬ ‭田邊哲人‬

‭第383回‬ ‭11/12‬ ‭中部地区‬ ‭愛知県‬ ‭田邊哲人‬

‭・その他各地方大会・体験会・審査会等‬
‭　別紙（総会にて配布予定の会報）記載のとおり、本協会の公認事業として、各地方支‬
‭部・所管委員会等が中心となり、地方大会、練成会、審査会、体験会を合計600回以上‬
‭行った。‬

‭　(4)理事会‬
‭　　① 第1回理事会　　　　令和5年2月17日‬
‭　　② 第1回定時社員総会　令和5年3月12日‬
‭　　③ 第2回理事会　　　　令和5年12月17日‬

‭以　上‬


